
　
　
　
民
生
委
員
は
法
に
基
づ
い
て
守

　
　
　
秘
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

住
民
基
本
台
帳
か
ら
打
ち
出
し
た
必
要

な
デ
ー
タ
を
閲
覧
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
市
民
課
で

住
基
の
中
の
情
報
を
閲
覧
で
き
る
な
ど

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

朝
長
　
英
美 

議
員

　
　
　
シ
ー
ハ
ッ
ト
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
ル
ー
ム
は
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
は
使
用
料
は
全
額
免
除
で
あ
り

身
体
の
機
能
回
復
訓
練
に
一
助
さ
れ
て

い
る
事
は
大
変
良
い
事
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
屋
内
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
有

料
と
な
っ
て
い
る
。
障
が
い
者
の
人
達

に
と
っ
て
は
水
の
中
の
機
能
回
復
訓
練

が
一
番
最
適
で
あ
り
ぜ
ひ
屋
内
プ
ー
ル

も
全
額
免
除
の
方
針
を
出
し
て
も
ら
い

た
い
。

　
　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
屋
内

　
　
　
プ
ー
ル
の
使
用
料
に
差
が
あ
る

の
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
す

べ
て
の
体
育
施
設
に
お
い
て
、
障
が
い

者
の
方
が
使
用
す
る
場
合
は
50
％
減
免

と
な
っ
て
お
り
、
屋
内
プ
ー
ル
も
体
育

施
設
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

三
浦
　
正
司 

議
員

　
　
　
長
崎
県
地
域
防
災
計
画
見
直
し

　
　
　
検
討
委
員
会
の
知
事
に
対
す
る

答
申
に
よ
れ
ば
大
村
市
内
を
走
る
大

村
・
諫
早
北
西
付
近
断
層
帯
の
明
確
な

位
置
を
一
本
の
線
と
し
て
現
わ
さ
れ
、

こ
の
断
層
帯
を
含
む
県
内
５
本
の
活
断

層
に
よ
る
液
状
化
の
危
険
度
と
、
そ
の

対
策
の
基
本
指
針
的
な
も
の
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
真
摯
に
こ
れ
ら
を
受
け
、

活
断
層
液
状
化
の
認
識
を
深
め
対
策
に

万
全
を
図
ら
れ
よ
。

　
　
　
県
の
計
画
は
、
６
月
４
日
に
開

　
　
　
催
さ
れ
た
県
防
災
会
議
に
お
い

て
、
３
月
６
日
の
県
知
事
に
対
す
る
見

直
し
検
討
委
員
会
か
ら
の
提
言
を
反
映

さ
せ
た
修
正
案
が
承
認
さ
れ
、
今
後
、

県
下
の
市
や
町
に
修
正
に
つ
い
て
提
示

さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
市
の
基

本
的
な
考
え
方
は
、
提
示
さ
れ
た
県
の

計
画
に
の
っ
と
っ
て
市
の
地
域
防
災
計

画
を
修
正
す
べ
き
と
こ
ろ
は
修
正
し
対

応
す
る
。

山
北
　
正
久 

議
員

　
　
　
全
国
で
自
転
車
事
故
が
年
毎
に

　
　
　
増
加
し
て
お
り
、
２
０
１
０
年

度
は
約
10
万
６
千
件
で
あ
り
過
去
最
高

で
あ
っ
た
。
本
市
の
自
転
車
事
故
件
数

は
県
内
自
治
体
で
ワ
ー
ス
ト
・
ワ
ン
で

あ
り
、
そ
の
対
策
は
急
務
で
あ
る
。
自

転
車
の
利
用
者
が
交
通
マ
ナ
ー
を
向
上

さ
せ
、
事
故
防
止
の
た
め
安
全
運
転
に

努
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
自
転
車

安
全
安
心
条
例
」
を
早
急
に
制
定
す
る

べ
き
だ
。

　
　
　
自
転
車
の
「
安
心
安
全
条
例
」

　
　
　
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
、
そ
れ
か
ら
団
体
と
も
協
議
を
行
い

な
が
ら
、
平
成
24
年
度
中
に
検
討
を
進

め
て
平
成
25
年
度
の
条
例
化
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

廣
瀬
　
政
和 

議
員

　
　
　
今
回
、
長
崎
県
の
行
政
代
執
行

　
　
　
に
よ
り
施
設
の
改
善
を
進
め
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
汚
染
水
発
生
の
原

因
と
な
る
雨
水
や
上
流
か
ら
の
流
れ
込

み
、
地
下
水
に
よ
る
浸
透
水
防
止
、
異

臭
発
生
の
原
因
と
な
る
硫
化
水
素
ガ
ス

の
発
生
防
止
対
策
、
ま
た
、
不
法
に
埋

め
ら
れ
た
産
廃
の
処
理
は
ど
う
す
る
の

か
。
今
後
、
新
た
に
施
設
設
置
の
申
請

が
出
さ
れ
た
場
合
の
大
村
市
の
対
応

は
。

　
　
　
浸
透
水
対
策
は
、
遮
水
壁
の
設

　
　
　
置
、排
水
路
の
設
置
、水
平
ボ
ー

リ
ン
グ
及
び
揚
水
井
戸
か
ら
の
保
有
水

の
処
分
、
天
端
の
成
形
変
更
及
び
排
水

路
整
備
に
よ
り
、
浸
透
水
を
溜
枡
に
流

し
吸
上
処
分
す
る
。
硫
化
水
素
は
、
ガ

ス
抜
き
管
か
ら
放
出
排
除
す
る
。
行
政

代
執
行
後
の
基
本
的
な
施
設
の
管
理

は
、
今
後
と
も
、
監
視
を
継
続
す
る
県

と
連
携
を
図
り
周
辺
環
境
の
保
全
に
取

り
組
む
。

村
上
　
信
行 

議
員

　
　
　
最
近
は
孤
独
死
が
多
発
し
て
お

　
　
　
り
、
対
策
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
、
住
所
等
を

開
示
で
き
な
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
身

体
、
生
命
や
財
産
を
保
護
す
る
時
は
法

の
規
制
対
象
外
と
さ
れ
る
。
住
所
、
氏

名
の
情
報
を
民
生
委
員
に
開
示
す
べ
き

で
あ
る
。

北
村
　
貴
寿 

議
員

　
　
　
白
血
病
は
10
万
人
に
４
人
発
症

　
　
　
す
る
と
言
わ
れ
る
血
液
の
難

病
。
骨
髄
移
植
に
よ
る
完
治
増
進
の
為

に
ド
ナ
ー
へ
の
支
援
が
必
要
。
ド
ナ
ー

は
約
７
日
の
通
院
入
院
と
な
る
が
、
休

業
補
償
等
が
無
い
た
め
に
あ
き
ら
め
る

ケ
ー
ス
が
４
割
と
の
報
告
も
あ
る
。
自

分
が
ド
ナ
ー
と
な
り
必
要
性
を
痛
感
し

た
。
既
に
先
進
地
の
事
例
も
有
る
。
九

州
初
の
制
度
導
入
を
目
指
し
、
命
の
リ

レ
ー
を
応
援
す
る
ま
ち
を
目
指
す
べ
き
。

　
　
　
公
費
に
よ
る
助
成
に
つ
い
て

　
　
　
は
、
先
進
地
の
事
例
も
あ
る
よ

う
だ
が
即
答
し
か
ね
る
。
今
回
の
提
言
、

要
望
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

北
村
　
貴
寿 

議
員

　
　
　
ポ
イ
ン
ト
の
現
金
化
は
ボ
ラ
ン

　
　
　
テ
ィ
ア
の
理
念
に
反
す
る
。
ま

た
滞
納
保
険
料
に
充
当
す
る
の
は
不
適

切
。
ポ
イ
ン
ト
目
当
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
増
え
、
活
動
の
幅
が
狭
ま
る
恐
れ

も
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
還
元
は
公
共
施
設

利
用
券
や
地
域
商
品
券
、
施
設
や
学
校

へ
の
寄
付
に
充
て
る
等
、
地
域
力
が
高

ま
る
よ
う
な
方
法
に
限
定
す
べ
き
。
共

助
を
育
む
制
度
に
す
る
た
め
、
市
民
と

共
に
制
度
設
計
を
。

　
　
　
現
金
化
以
外
の
方
法
に
つ
い
て

　
　
　
も
検
討
し
た
が
、
効
果
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
内
部
的
に
は
現
金
化

と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
ま
だ
準
備
段

階
な
の
で
、
内
部
で
再
度
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

山
口
　
弘
宣 

議
員

　
　
　
昨
年
の
６
月
議
会
に
お
い
て
、

　
　
　
農
業
の
振
興
策
と
併
せ
た
日
岳

公
園
付
近
の
開
発
に
つ
い
て
質
問
を
し

現
地
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ
の
折
現
地

が
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
お
り
開
発
は

難
し
い
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
県
と
の

協
議
も
含
め
大
規
模
な
開
発
の
可
能
性

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
解
で
あ
る
か

尋
ね
る
。

　
　
　
保
安
林
の
開
発
に
当
た
っ
て

　
　
　
は
、
作
業
内
容
や
規
模
に
よ
り
、

国
ま
た
は
県
に
対
す
る
伐
採
届
、
作
業

許
可
、
保
安
林
解
除
の
手
続
き
が
必
要

と
な
る
。
具
体
的
な
計
画
が
で
き
れ
ば
、

県
と
協
議
し
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
あ

る
程
度
の
開
発
は
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。

神
近
　
　
寛 

議
員

　
　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
は

　
　
　
好
評
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
も
有
効
で
あ
る
。
今
後
は
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
目
的
の
営
業
施
設
を
は
じ

め
、
造
園
・
電
気
等
の
他
業
種
へ
の
拡

大
と
併
せ
、
補
助
率
や
上
限
額
の
見
直

し
に
よ
り
、
更
な
る
地
域
活
性
化
を
図

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
２
千
万
円
の
予
算
に
対
し
、
現

　
　
　
在
の
申
請
件
数
１
９
０
件
、
申

請
総
額
１
，
４
９
５
万
円
、
工
事
費
総

額
２
億
３
，
３
０
０
万
円
で
、
経
済
効

果
が
し
っ
か
り
出
て
い
る
。
今
後
、
９

月
補
正
で
の
対
応
を
考
え
て
い
る
が
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
目
的
で
あ
れ
ば
営
業

施
設
も
補
助
対
象
と
す
る
な
ど
、
内
容

に
つ
い
て
も
再
度
吟
味
し
、
25
年
度
に

向
け
て
早
速
準
備
を
始
め
る
。

神
近
　
　
寛 

議
員

　
　
　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
・

　
　
　
障
害
者
セ
ン
タ
ー
、
ハ
ー
ト
パ

ル
な
ど
世
代
・
性
別
に
応
じ
た
相
談
窓

口
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
「
若
者
」
を

対
象
と
し
た
施
設
が
無
い
。
そ
こ
で
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
大
村
を
若
者
の
拠

点
と
し
て
再
整
備
し
、
様
々
な
困
難
を

ダイジェスト

６月定例会では１８名の議員が登壇しました。震災
がれきの受け入れ、通学路の安全対策、乳幼児医療
費の現物給付など質問内容は多岐にわたりました。

一般質問

※今回の議会報「一般質問ダイジェスト」では、皆様のご意見やご要望を踏まえ、議員名を記載しました。

防
犯
・
防
災

市
内
を
走
る
活
断
層
と

液
状
化
に
認
識
を
新
た
に

生
活
・
環
境

東
大
村
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処

分
場
に
つ
い
て

産
業
・
経
済
・
労
働

日
岳
公
園
花
い
っ
ぱ
い
開
発

事
業
に
つ
い
て

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
の
拡
大

で
地
域
の
活
性
化
を

大
村
に
も
必
要
「
若
者
」
支
援

の
拠
点

シ
ー
ハ
ッ
ト
運
動
施
設
及
び

屋
内
プ
ー
ル
に
つ
い
て

白
血
病
患
者
を
救
う
ド
ナ
ー

支
援
制
度
の
導
入
を

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て

福
祉
・
医
療
・
保
健

孤
独
死
防
止
対
策
に
つ
い
て

自
転
車
の
「
安
心
安
全
条
例
」

の
制
定
を
急
げ
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